


賛同者募集モデルの例
• セキュリティに対する考え
方／原則のドキュメント化
– インターネットに関するセ
キュリティに関する基本の
考え方

– マルチステークホルダー間
の議論のルート文書となる
ことを意図

– 2015年7月活動開始(当初メ
ンバー数16)

– 議論：IGCJ8および12
– ドキュメント公開済
– http://igcj.jp/meetings/co

ncept-for-security.pdf
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• IANA移管に向けた意見提出
– IANA移管提案検討グループ

(ICG)からの意見募集への対応
(2015/7)

– 設立(2015/8)：当初メンバー
数：9

– 草案公開(2015/8/24)
– 意見募集(2015/8/24～9/2)
– 公開検討会議開催(2015/9/1)
– 賛同者募集(9/3～8)
– 意見提出(9/8)：賛同者数 92名
– http://igcj.jp/news/2015/09

09.html

http://igcj.jp/meetings/concept-for-security.pdf
http://igcj.jp/news/2015/0909.html


運営周辺
• IGCJを考える会(IGCJ Coordination Team)

– 事務局からの呼びかけによって参加した多様な分野から
のボランティアメンバー

– 現在5人
– 定期的にミーティング

• 開催時のプログラムの検討
• 活動の活性化のための各種検討
• ミーティング議事メモは都度公開

• 事務局
– JPNICが担当
– 業務内容

• メンバー用メーリングリスト(member@igcj.jp)の運営
• 問い合わせ窓口(sec@igcj.jp)の対応 13



考える会の組成
•オープンに募る

–会合の都度周知を行う
•活動

–ボランティアでの活動
– IGCJ会合へのオンサイト参加、考える会ミー
ティング（２ヶ月に1回）、考える会MLでの議
論への参加

–各種調整への協力
• 退任の自由

– 自己の判断で自由に退任が可能
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アジェンダの決め方(1)
•テーマ選定の基本的な考え方

–グローバルインターネットのイシューが国内に
持ち込まれた時の対応を考える機会にすること
を目指す

–テーマの違いから開催ごとに参加者が完全に入
れ替わる可能性を受け入れる

•プログラム編成の基本的な考え方
–一回の会合内で扱うテーマは一種類とする
–質疑応答、議論の時間を多くとる
–A.O.B.を活用し、事前に準備を必要としない情
報共有を可能にする 15



アジェンダの決め方(2)
•プロセス

1. ML(member@igcj.jp)へテーマ／登壇者を募
集

2.募集締め切り後、考える会の打ち合わせで決定
•応募があった場合：テーマの採否について検討

– 過去に応募分を断ったケースはない

•応募がない場合：テーマ案を検討
1. 過去の参加者アンケートでリクエストのあったテーマを確認
2. 考える会メンバーにより取り上げるべきトピックのアイデアを追加
– １と２について検討し、依頼できる登壇者のあるトピックを採用する
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アジェンダの決め方(3)
•パネリスト／登壇者の選定

–テーマ選定時に登壇者が確定できない場合は検
討を継続

–候補者決定後、事務局より依頼を送付
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活動内容の周知方法

• ML宛に送付
– member@igcj.jp

• Webへ掲載
– http://igcj.jp/

• テーマにより必要と考えられる他団体のMLに送
付
– ISOC-JP
– JANOG
– 他、テーマにより考える会メンバーが直接加入して
ない団体で依頼できる団体があれば告知を依頼する
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http://igcj.jp/


記録の残し方
• IGCJ会合

– 次のものをWebサイトで公開
• 発表スライド（公開の了解を得られたもの）
• 動画、音声
• 記録をもとに作成した「レポート」

•考える会
–打ち合わせ（2ヶ月に1回）の都度「ミーティ
ングメモ」を作成の上、IGCJのWebサイトで
公開

–http://igcj.jp/coordination-team.html
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http://igcj.jp/coordination-team.html


IGCJにとって新規参加者とは
•コミュニティ継続の力です
•新しい視点からの問題提起・議論のキック
オフをもたらす力です

IGCJをプラットフォームとして活用する
皆さんの情熱と関⼼が、場の価値を高めます

20


